
まちづくりの基本理念

　本市は、自然に恵まれた環境の中で、豊かな暮らしのある住環境を大切に守ってきました。

　全国的に人口減少・少子高齢化が進む中、本市においては新しい市街地の開発とともに人口は増加し成

長を続けていますが、長期的に見ると人口減少は避けられず、低成長でも持続できるまちづくりを進めてい

く必要があります。

　また、人々の価値観は、量より質、物より心の豊かさを重視する方向へと変化し、仕事と生活の調和（ワー

ク・ライフ・バランス*）の実現が求められています。

　これからの新しい時代に向けて、市民誰もが本市で幸せに暮らすことのできるまちを実現するために、ま

ちづくりの基本理念を次のように定めます。

将来像

しあわせと笑顔あふれる

みどりがつなぐ“みらい”都市

　本市は、都心から40km圏に位置する首都近郊のまちとして、この豊かな自然環境を大切にしながら、市

民生活の利便性を高める様々な施策を展開してきました。2006年（平成18年）3月に「つくばみらい市」が

誕生してから、全国の中でもトップクラスの人口増加率を誇る成長力の高い自治体として注目されるなど、

これまで取り組んできたまちづくりの成果が目に見えて現れてくるようになりました。

　これは、行政だけでは成し遂げられず、市民の人たちの努力と協力があったからこそ成し得た成果です。

このまちは、まだまだ大人になり切れていない成長過程の段階にあります。これからも、市民や様々な団体

の方々と協力しながら、夢や目的を共有し、すべての人が、生きがいを持って、いきいきと輝き、笑顔があふ

れる“元気”なまちづくりを目指します。

第 章
まちづくりの基本理念と将来像
　『まちづくり』とは、道路や公園、建物の整備に関する内容だけでなく、社会・経

済・文化・環境など、生活の根幹を構成するあらゆる要素をも含めた暮らしを創

っていく過程をいいます。ここでは、そのプロセスを支えるための基本的な考え

と将来の方向性を表しました。

　「より良い暮らし指標*（Better Life Index: BLI）」（OECD*（経済協力開発機構））によると、日本人の生活

満足度は先進国の中では下位のランキングにあることが指摘されるなど、ライフスタイルが多様化・高度化

する中で、質的・精神的な充足が求められています。本市においても市民一人ひとりが幸せを感じられる質の

高いまちづくりを進めます。

市民一人ひとりが幸せを感じられるまちづくり

　人口減少・少子高齢化の時代が現実のものとなる中、主役である市民がライフスタイルに応じて安全で快

適に働き、生活し、楽しみ、学ぶことができる豊かな社会が継続できるよう努力していくことが求められてい

ます。

　地域の実情に応じた多様できめ細かな行政サービスの基盤を充実させていきながら、社会・経済・環境の

面から持続可能を前提としたまちづくりを進めます。

持続可能なまちづくり

　地域間競争や都市間競争などが言われている時代の中で、個性を持ったまちとして価値を高めていくこと

が必要になります。本市が持つ様々な魅力を生かした個性豊かなまちづくりを進めます。

個性豊かなまちづくり
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